
税
務
課
・
課
税
室
☎（
56
）２
２
２
３

防
災
・
減
災
の
た
め
の
臨
時
増
税
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　
　
（
住
民
税
の
均
等
割
の
特
例
）

法
律
、
不
動
産
、
登
記
、
労
働
等
で

悩
み
ご
と
が
あ
る
方
の
た
め
に

無
料
合
同
相
談
会
が

開
催
さ
れ
ま
す

　
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
と
し

て
、
地
震
や
津
波
な
ど
の
自
然

災
害
に
対
し
て
強
い
県
土
を
築

く
た
め
、
県
と
県
内
市
町
は
、

緊
急
に
実
施
す
る
必
要
性
が
高

く
、
即
効
性
の
あ
る
防
災
・
減

災
の
た
め
の
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
防
災
・
減
災
事
業
の
財

源
を
確
保
す
る
た
め
、
特
例
法

（
※
）に
基
づ
き
10
年
間（
平
成

26
年
度
か
ら
平
成
35
年
度
ま

で
）に
限
り
、
個
人
の
県
民
税

と
町
民
税（
合
わ
せ
て「
住
民

税
」と
い
う
。）の
均
等
割
の
税

率
が
そ
れ
ぞ
れ
５
０
０
円
引
き

上
げ
ら
れ
ま
す
。（
一
人
年
間
、

千
円
の
増
税
に
な
り
ま
す
。）

　
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
新
た
な

負
担
と
な
り
ま
す
が
、
皆
さ
ま

の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
に

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
増
税
に
つ
き
ま
し
て
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

※
特
例
法「
東
日
本
対
震
災
か

ら
の
復
興
に
関
し
地
方
公
共

団
体
が
実
施
す
る
防
災
の
た

め
の
施
策
に
必
要
な
財
源
の

確
保
に
係
る
地
方
税
の
臨
時

特
例
に
関
す
る
法
律
」（
平
成

23
年
12
月
２
日
公
布
）

　
川
根
本
町
で
は
、
自
主
防
強

化
事
業（
防
災
資
器
材
整
備
補

助
）、
避
難
所
対
策
事
業（
避
難

所
資
器
材
の
整
備
）な
ど
予
想

さ
れ
る
東
海
地
震
へ
の
対
策
や

災
害
時
の
被
災
リ
ス
ク
の
軽
減

を
目
指
し
ま
す
。

　
弁
護
士
、
司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
な
ど

が
皆
さ
ま
の
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
お
気
軽
に
お
出
か
け
下
さ
い
。

【 

日 

時 

】

平
成
26
年
２
月
１
日（
土
）�午
前
10
時
～
午
後
３
時

【 

場 

所 

】

東
部
地
区
：「
パ
レ
ッ
ト
」�

３
Ｆ
会
議
室

　
　
　
　
　
沼
津
市
大
手
町
１
―
１
―
３

�

☎ 

０
５
５（
９
５
１
）８
２
２
０

中
部
地
区
：「
ふ
し
み
や
」 �

９
Ｆ
会
議
室

　
　
　
　
　
静
岡
市
葵
区
呉
服
町
２
―
３
―
１

�

☎ 

０
５
４（
２
５
３
）２
４
３
８

西
部
地
区
：「
浜
松
市
市
民
協
働
セ
ン
タ
ー
」

�

２
Ｆ
研
修
室

　
　
　
　
　
浜
松
市
中
区
中
央
１
―
13
―
３

�

☎ 

０
５
３（
４
５
７
）２
６
１
６

お
問
い
合
わ
せ
先
：
静
岡
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

�

☎ 

０
５
４（
２
８
２
）０
６
０
０

�

FAX 

０
５
４（
２
８
２
）０
６
５
０

役場の窓辺から yakuba no madobe kara

臨時増税による住民税の均等割の額　平成26～35年度

区　分 標準税額 超過
税率※ 計通　常 臨時増税

個人県民税 1,000 円 500 円 400 円 1,900 円

個人町民税 3,000 円 500 円 0 円 3,500 円

計 4,000 円 1,000 円 400 円 5,400 円
※超過税率の400円は森林（もり）づくり県民税（平成27年度まで）です。

臨時増税による住民税の税収見込額

区　　 分 １年間の税収見込額

静 岡 県　 ９億７，５００万円

川 根 本 町 １８２万円

ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 14



役場の窓辺から yakuba no madobe kara

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
わ
か
り
や
す
く
教
え
て
く
れ
ま
す

シ
ニ
ア
向
け
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
＆
タ
ブ
レ
ッ
ト

教
室
を
開
催
し
ま
す

川
根
本
町
表
彰
条
例
に
基
づ
き
、今
年
度
は
４
名
の
功
績
を
表
彰

平
成
25
年
度
川
根
本
町
表
彰
式
が

挙
行
さ
れ
ま
し
た

　
11
月
３
日
、
平
成
25
年
度
川

根
本
町
表
彰
式
が
産
業
文
化
祭

特
設
ス
テ
ー
ジ
に
て
挙
行
さ

れ
、
今
年
度
は
４
名
に
町
長
表

彰
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
表
彰
式

に
は
、
鈴
木
町
長
を
は
じ
め
町

関
係
者
約
60
人
が
出
席
し
、
受

賞
者
の
長
年
の
功
績
を
た
た
え

ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

【
教
育
功
労
部
門
】

▼
笹
木
秀
明
さ
ん

（
小
長
井
区
＝
63
歳
）本
川
根
町
、

川
根
本
町
社
会
教
育
委
員
と
し

て
多
年
に
わ
た
り
、
社
会
教
育

環
境
の
整
備
推
進
に
尽
力
し
、

町
の
社
会
教
育
行
政
の
伸
展
に

多
大
な
貢
献
を
果
た
し
た
。

【
福
祉
功
労
部
門
】

▼
中
村
優
さ
ん

（
寺
馬
区
＝
76
歳
）保
護
司
と
し

て
12
年
間
の
永
き
に
わ
た
り
、

保
護
観
察
対
象
者
の
更
生
援
護

活
動
と
犯
罪
予
防
活
動
に
献
身

さ
れ
る
と
と
も
に
、
更
生
保
護

思
想
の
高
揚
に
多
大
な
貢
献
を

果
た
し
た
。

【
税
務
功
労
部
門
】

▼
坂
本
利
夫
さ
ん

（
小
長
井
区
＝
79
歳
）本
川
根

町
、
川
根
本
町
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
と
し
て
多
年
に
わ
た

り
、
町
の
固
定
資
産
評
価
の
公

平
性
に
尽
力
し
、
適
正
か
つ
公

平
な
資
産
評
価
に
多
大
な
貢
献

を
果
た
し
た
。

▼
堀
畑
肇
さ
ん

（
下
泉
区
＝
77
歳
）中
川
根
町
、

川
根
本
町
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
、

町
の
固
定
資
産
評
価
の
公
平
性

に
尽
力
し
、
適
正
か
つ
公
平
な

資
産
評
価
に
多
大
な
貢
献
を
果

た
し
た
。

　
表
彰
に
先
立
ち
、町
長
が「
そ

れ
ぞ
れ
の
分
野
で
献
身
的
に
活

躍
し
、
地
域
に
多
大
な
貢
献
を

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
今
後

も
幅
広
い
知
識
を
生
か
し
、
ご

指
導
を
お
願
い
し
ま
す
」と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
表
彰
状
・
記
念
品
の
授
与
の

後
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
中
村

優
さ
ん
が「
多
く
の
人
の
支
え

の
お
か
げ
。
地
域
で
助
け
合
い

な
が
ら
今
後
も
ふ
る
さ
と
の
ま

ち
づ
く
り
に
関
わ
り
た
い
」と

謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

▶
受
賞
者
を
代
表
し
て
謝
辞
を
述
べ
る

中
村
優
さ
ん

企
画
課
・
広
報
情
報
室
☎（
56
）２
２
２
１

総
務
課
・
行
政
室
☎（
56
）２
２
２
０

　下記の日程で、シニア向けスマートフォンとタブ
レット型パソコンの使い方教室を開催します。
　これからスマートフォンを使ってみたい方、 買っ
てみたけど使い方がよく分からない方、 基礎から学
びたい方におすすめです。ドコモのらくらくスマー
トフォン（シニア向け多機能携帯電話）を使って、一
般の携帯電話との違いや、操作方法、使って楽しい
アプリなど、分かりやすく学んでいただけます。ま
た防災（エリアメール）・防犯（ブザー）についても学
びます。教室の後半はタブレット型パソコンの使い
方も体験できます。

▶日時・会場
①平成 26年１月 11日（土曜日）
午後１時から午後４時まで　役場本庁舎３階会議室
②平成 26年１月 18日（土曜日） 
午後１時から午後４時まで　総合支所２階会議室
▶参加費 無料　▶持ち物 筆記用具
▶講師 ＮＴＴドコモ東海支社インストラクター
▶募集人数 各回 30 名。※申込み者多数の場合は抽選とさせていただきます。　
▶申込み方法 参加希望者の氏名・年齢・住所・電話番号と『ご希望の会場』を電
話でお知らせください。　▶申込み締切 平成26年１月７日（火曜日）正午まで。　
▶申込み先 役場企画課 広報情報室 ☎（56）2221（休庁日は当直が対応します）
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